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２

第
七
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
の
規
定
は
要
安
全
確
認
計
画
記
載
建
築
物
で
あ
る
要
緊
急
安
全
確
認
大
規
模
建
築
物

で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
、
第
十
四
条
及
び
第
十
五
条
の
規
定
は
要
緊
急
安
全
確
認
大
規
模
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
適

用
し
な
い
。

３

第
八
条
、
第
九
条
及
び
第
十
一
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
の
規
定
は
、
要
緊
急
安
全
確
認
大
規
模
建
築
物
に
つ
い
て

準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
八
条
第
一
項
中
「
前
条
」
と
あ
り
、
並
び
に
第
九
条
及
び
第
十
三
条
第
一
項

中
「
第
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
三
条
第
一
項
」
と
、
第
九
条
中
「
前
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
同
条
第
三

項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
三
項
」
と
、
第
十
三
条
第
一
項
中
「
第
八
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
三
条

第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
条
第
一
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

４

前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
者
は
、
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す

る
。

５

第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
、
又

は
同
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
た
者
は
、
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

６

法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務
に

関
し
、
前
二
項
の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
又
は
人
に
対
し
て
も
当
該
各
項

の
刑
を
科
す
る
。

第
七
条
の
二

前
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定

は
、
認
可
事
業
者
が
、
規
制
薬
物
等
に
対
す
る
依
存
が

あ
る
被
保
護
者
に
対
し
委
託
を
受
け
て
当
該
依
存
か
ら

の
回
復
に
重
点
を
置
い
た
法
第
八
十
五
条
第
一
項
本
文

の
規
定
に
基
づ
く
措
置
を
行
う
た
め
、
そ
の
回
復
に
関

す
る
専
門
的
知
識
を
有
す
る
職
員
（
以
下
「
薬
物
専
門

〇
総
務
省
告
示
第
二
百
三
十
八
号

政
党
助
成
法
（
平
成
六
年
法
律
第
五
号
）
第
五
条
第
三

項
の
規
定
に
よ
る
政
党
交
付
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す

る
政
党
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同

条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
と

と
も
に
、
併
せ
て
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
政
党
の
届

出
に
つ
い
て
、
訂
正
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
四

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
五
年
総
務
省
告
示
第
三

十
二
号
（
政
党
助
成
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
政

党
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
公
表
す
る

件
）
の
一
部
を
次
の
と
お
り
訂
正
す
る
。

平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
九
日

総
務
大
臣

新
藤

義
孝

職
員
」
と
い
う
。）を
当
該
措
置
を
行
う
施
設
と
し
て
法

務
大
臣
が
指
定
す
る
施
設
（
以
下
「
重
点
施
設
」
と
い

う
。）に
配
置
し
た
と
き
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
前
条
第
二
項
中
「
福
祉
に
関
す
る
専
門
的
知
識

を
有
す
る
職
員
（
以
下
「
福
祉
職
員
」
と
い
う
。）」
と

あ
る
の
は
「
薬
物
専
門
職
員
」
と
、「
指
定
施
設
」
と
あ

る
の
は
「
重
点
施
設
」
と
、
同
項
及
び
同
条
第
三
項
中

「
福
祉
職
員
」
と
あ
る
の
は
「
薬
物
専
門
職
員
」
と
、

同
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
次
条
第
一
項
に
お
い

て
準
用
す
る
第
二
項
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
指
定
施

設
」
と
あ
る
の
は
「
重
点
施
設
」
と
、「
第
二
項
」
と
あ

る
の
は
「
次
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
項
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２

認
可
事
業
者
が
、
前
項
に
規
定
す
る
被
保
護
者
に
係

る
委
託
を
受
け
る
た
め
、
重
点
施
設
に
、
宿
日
直
業
務

の
賃
金
職
員
を
配
置
し
た
と
き
は
一
人
一
日
に
つ
き
五

千
八
百
八
十
七
円
を
支
弁
す
る
。

３

認
可
事
業
者
が
、
正
当
な
理
由
な
し
に
、
第
一
項
に

規
定
す
る
被
保
護
者
に
係
る
委
託
を
受
け
る
こ
と
を
拒

ん
だ
と
き
は
、
同
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
二
項

か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
及
び
前
項
の
規
定
に
よ
り
定

め
る
額
の
全
部
又
は
一
部
を
支
弁
し
な
い
こ
と
が
で
き

る
。

別
表
一
中
「
の
市
」
を
「
の
市
町
村
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
省
令
に

よ
る
改
正
後
の
更
生
保
護
委
託
費
支
弁
基
準
の
規
定
は
、

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

〇
法
務
省
令
第
十
八
号

更
生
保
護
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
八

十
七
条
第
一
項
（
売
春
防
止
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第

百
十
八
号
）
第
三
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
み
な
し
て
適
用

す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
更
生
保
護
委
託

費
支
弁
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。

平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
九
日

法
務
大
臣

谷
垣

禎
一

更
生
保
護
委
託
費
支
弁
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令

更
生
保
護
委
託
費
支
弁
基
準
（
平
成
二
十
年
法
務
省
令

第
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
一
項
の
表
中
「
の
市
及
び
町
」
を
「
の
市
町

村
」
に
、「
二
、
四
九
八
円
」
を「
二
、五
〇
四
円
」に
、「
二
、

四
四
一
円
」
を
「
二
、
四
四
七
円
」
に
、「
二
、三
八
三
円
」

を
「
二
、
三
九
〇
円
」
に
、「
二
、
三
四
五
円
」
を
「
二
、

三
五
一
円
」
に
、「
二
、
二
六
九
円
」
を
「
二
、二
七
五
円
」

に
、「
二
、
二
一
一
円
」
を
「
二
、
二
一
七
円
」
に
、「
二
、

一
五
四
円
」
を
「
二
、
一
六
〇
円
」
に
改
め
、
同
条
第
二

項
中
「
九
百
八
円
」
を
「
八
百
八
十
円
」
に
、「
六
百
五
十

円
」
を
「
六
百
二
十
八
円
」
に
改
め
る
。

第
七
条
第
二
項
の
表
中
「
の
市
及
び
町
」
を
「
の
市
町

村
」
に
、「
三
九
二
、
四
九
七
円
」
を
「
三
九
二
、
五
二
四

円
」
に
、「
三
八
二
、
五
七
七
円
」
を
「
三
八
二
、
六
〇
四

円
」
に
、「
三
七
二
、
六
五
七
円
」
を
「
三
七
二
、
六
八
三

円
」
に
、「
三
六
六
、
〇
四
三
円
」
を
「
三
六
六
、
〇
七
〇

円
」
に
、「
三
五
二
、
八
一
六
円
」
を
「
三
五
二
、
八
四
三

円
」
に
、「
三
四
二
、
八
九
六
円
」
を
「
三
四
二
、
九
二
三

円
」
に
、「
三
三
二
、
九
七
五
円
」
を
「
三
三
三
、
〇
〇
二

円
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中「
一
万
千
七
百
七
十
一
円
」

を
「
一
万
千
六
百
六
円
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
六

千
百
二
円
」
を
「
五
千
八
百
八
十
七
円
」
に
、「
千
百
二
十

七
円
」
を
「
千
五
十
六
円
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の

一
条
を
加
え
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行

す
る
。

（
処
分
、
手
続
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
前
の
建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
っ
て
し
た
処
分
、
手

続
そ
の
他
の
行
為
で
あ
っ
て
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
附
則
第

四
条
に
お
い
て
「
新
法
」
と
い
う
。）の
規
定
に
相
当
の
規
定
が
あ
る
も
の
は
、こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
っ
て
し
た
処
分
、

手
続
そ
の
他
の
行
為
と
み
な
す
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
三
条

前
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
て
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
検
討
）

第
四
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
新
法
の
施
行
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
を

加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
建
築
基
準
法
の
一
部
改
正
）

第
五
条

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
五
条
第
二
項
第
一
号
中
「
第
八
条
第
一
項
」
を
「
第
十
七
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
都
市
再
生
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
六
条

都
市
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
九
条
の
十
六
第
二
項
中
「
第
八
条
第
四
項
」
を
「
第
十
七
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
八
条

第
三
項
」
を
「
第
十
七
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

（
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
の
一
部
改
正
）

第
七
条

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
十
二
条
第
一
項
第
五
号
中
「
第
十
四
条
」
を
「
第
二
十
九
条
」
に
改
め
る
。
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